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は
じ
め
に

『
例し
き
せ
も
の服

曾そ

が我
伊だ

て達
染ぞ
め

』
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
正
月
、
森

田
座
初
演
の
作
品
で
あ
る
。
当
時
の
森
田
座
の
作
者
連
名
を
み
る
と

四
世
鶴
屋
南
北
（
以
下
南
北
）
を
立
作
者
と
し
、
二
枚
目
に
二
世
桜

田
治
助
、
そ
の
次
に
本
屋
宗
七
が
座
っ
て
い
る
。
こ
の
作
は
西
尾
市

岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
台
帳
が
唯
一
現
存
し
て
お
り
、『
鶴
屋
南
北
全
集
』

第
十
二
巻
（
三
一
書
房
、
一
九
七
四
年
、
以
下
全
集
）
に
翻
刻
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
（
郡
司
正
勝
執
筆
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
書

誌
事
項
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

半
紙
本
十
五
冊
筆
写
本
。
筆
耕
も
、
二
、
三
人
の
手
で
写
さ
れ

て
い
る
。
す
べ
て
九
行
に
書
か
れ
、丁
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
十
七
丁
（
一
冊
目
）　

二
十
三
丁
（
二
冊
目
）　

二
十
七
丁
（
三

冊
目
）　

二
十
二
丁（
四
冊
目
）　

二
十
丁（
五
冊
目
）　

二
十
丁（
六

冊
目
）　

二
十
三
丁
（
七
冊
目
）　

二
十
八
丁
（
八
冊
目
）　

二
十

二
丁
（
九
冊
目
）　

三
十
丁
（
十
冊
目
）　

二
十
八
丁
（
十
一
冊
目
）

　

二
十
三
丁
（
十
二
冊
目
）　

二
十
丁
（
十
三
冊
目
）　

二
十
三
丁

（
十
四
冊
目
）　

二
十
四
丁
（
十
五
冊
目
）

紙
葉
の
数
が
分
冊
し
て
、
い
ち
い
ち
外
題
を
付
し
た
も
の
で
、

場
割
り
と
関
係
な
い
と
こ
ろ
か
ら
貸
本
と
思
わ
れ
る
。

郡
司
正
勝
の
説
明
通
り
、
貸
本
屋
本
と
思
わ
れ
る
底
本
は
十
五
冊

に
な
っ
て
お
り
、
一
つ
の
場
の
長
さ
に
よ
っ
て
、
一
冊
か
ら
三
冊
ま

で
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
底
本
と
場
割
り
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る︶

1
︵

。
一
冊
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
建
目　

発
端

二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
冊
目　

序
幕　
　

三
浦
屋
の
場

『
例
服
曾
我
伊
達
染
』
考

片　

龍
雨
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八
・
九
・
十
・
十
一
冊
目　
　
　
　

二
幕
目　

塀
外
だ
ん
ま
り
の
場
、
高
尾
丸
の
対
面
の
場

十
二
・
十
三
冊
目　
　
　
　
　
　
　

三
幕
目　

�

土
手�

道
哲
庵
の

場

十
四
・
十
五
冊
目　
　
　
　
　
　
　

四
幕
目　

豆
腐
屋
の
場

一
冊
目
は
二
建
目
の
発
端
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
序
幕

は
三
つ
の
場
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
二
冊
目
か
ら
七
冊
目
ま
で
の
六

冊
か
ら
な
る
。
二
冊
目
は
三
浦
屋
の
前
を
背
景
と
し
て
始
ま
り
、
場

は
三
・
四
冊
目
ま
で
続
く
。
二
冊
目
は
、
七
世
市
川
団
十
郎
が
演
じ

た
頼
家
の
「
そ
の
祐
成
と
い
ふ
は
、
曾
我
の
十
郎
が
こ
と
か
。
高
崎

そ
な
た
は
知
っ
て
居
る
か
」
の
台
詞
で
終
わ
り
、
そ
れ
に
続
く
三
冊

目
は
、頼
家
の
台
詞
を
受
け
た
高
崎
（
岩
井
芳
之
介
）
の
「
わ
た
し
や
、

し
ら
ぬ
わ
い
な
」
と
い
う
台
詞
で
始
ま
る
。
四
冊
目
の
最
後
に
道
具

を
回
し
て
、
五
冊
目
か
ら
三
浦
屋
の
座
敷
に
舞
台
が
変
わ
る
。
こ
の

場
面
は
五
冊
目
で
終
わ
り
、
舞
台
は
六
冊
目
の
亭ち
ん

屋や

体た
い

に
な
っ
て
、

七
冊
目
ま
で
続
く
。
冊
と
場
の
関
係
は
以
下
同
様
で
、
底
本
は
基
本

的
に
は
場
割
り
に
添
っ
て
冊
を
分
け
て
い
る
が
、
一
つ
の
場
が
長
い

場
合
、
適
当
な
と
こ
ろ
で
分
冊
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
右
に
傍
線
を
付
し
た
二
幕
目
（
八

冊
目
か
ら
十
一
冊
目
）
で
あ
る
。
唯
一
の
台
帳
で
あ
る
岩
瀬
文
庫
蔵
本

の
冊
順
に
乱
れ
が
あ
り
、
そ
れ
を
底
本
と
し
た
全
集
も
冊
順
に
乱
れ

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
底
本
の
第
九
冊
・
十
冊
・
十
一
冊
・
十
三
冊

は
題
箋
が
剥
が
れ
て
お
り
、
表
紙
に
墨
の
手
書
き
で
「
九
」・「
十
」

・「
十
一
」・「
十
三
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
全
集
の
解
説
に
は
、「
い

ち
い
ち
外
題
を
付
し
た
も
の
で
」
と
あ
る
の
で
、
全
集
の
編
集
当
時

は
ま
だ
題
箋
が
は
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
な
く
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
校
訂
者
は
、
こ
の
順
番
の
ま
ま
翻
刻
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る︵
２
︶。

し
か
し
共
表
紙
の
裏
側
に
は
、
表
紙
の
文
字

と
は
他
の
筆
跡
で
第
九
冊
に
は
「
拾
巻
」、第
十
冊
に
は
「
拾
壱
巻
」、

第
十
一
冊
に
は
「
九
巻
」、
第
十
三
冊
に
は
「
拾
参
巻
」
と
書
か
れ

て
い
て
、「
九
」・「
十
」・「
十
一
」
の
表
紙
の
番
号
と
は
相
違
す
る
。

結
論
か
ら
い
う
と
、
八
冊
目
は
二
幕
目
で
は
な
く
序
幕
で
あ
り
、
十

一
冊
目
が
二
幕
目
、
九
冊
目
・
十
冊
目
は
三
幕
目
と
な
る
の
が
正
し

い︵
３
︶。台

帳
の
冊
順
が
正
し
く
な
い
例
は
、
他
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
圭
一
氏
は
、
国
会
図
書
館
蔵
の
『
劇
場
大マ
マ

帳
』
を
調
査
し
、「
国

立
国
会
図
書
館
・
函
架
番
号
１
１
４
番
『
劇
場
台
帳
』」（『
鯉
城
往
来
』

第
八
号
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）
で
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
論
考
で
は
、

『
色い
ろ
い
ち一

座ざ
む
め
し
ら
た
ま

梅
椿
』（
文
化
九
年
正
月
、
市
村
座
）
と
『
御お

国く
に

入い
り

曾そ

我が

中な
か

村む
ら

』（
文
政
八
年
︿
一
八
二
五
﹀
正
月
、
中
村
座
）
の
台
帳
の
冊
順
の
乱

れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
右
の
二
作
品
に
つ
い
て
は
、
国
会
図
書
館

蔵
本
の
他
に
も
池
田
文
庫
蔵
本
（『
色
一
座
梅
椿
』）
と
東
京
都
立
日
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比
谷
図
書
館
蔵
本
（『
御
国
入
曾
我
中
村
』）
が
現
存
し
て
お
り
、
各
蔵

本
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
間
違
い
を
正
す
こ
と
も
比
較
的
容
易
で
あ

る
。
し
か
し
本
作
品
は
、
前
述
の
通
り
、
岩
瀬
文
庫
蔵
本
が
唯
一
で

あ
る
た
め
、
校
訂
者
は
そ
の
順
番
の
齟
齬
に
気
付
き
に
く
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
本
作
品
は
全
集
の
第
十
二
巻
に
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ま
で

の
全
集
の
広
告
に
は
題
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
全
集
の
解
説
に

は
、第
十
二
巻
に
一
緒
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
梅う
め

暦ご
よ
み

曙
あ
け
ぼ
の

曾そ

我が

』（
文

政
三
年
正
月
、
玉
川
座
）
と
共
に
新
し
く
発
見
さ
れ
た
台
帳
で
あ
る
こ

と
が
記
さ
れ
、
全
集
の
編
集
に
間
に
合
う
よ
う
急
い
だ
た
め
に
、
正

し
い
冊
順
が
見
落
と
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
一
番
目

二
幕
目
の
場
面
転
換
は
非
常
に
早
く
、
二
幕
目
だ
け
で
も
八
回
舞
台

が
変
わ
る
。『
例
服
曾
我
伊
達
染
』は
、「『
伊
達
競
阿
国
劇
場
』と『
加

羅
先
代
萩
』
と
、
そ
の
裏
を
新
作
し
て
、
綯
い
交
ぜ
て
上
演
し
た
も

の
」（
全
集
解
説
）
で
あ
り
、
か
な
り
複
雑
な
筋
で
あ
る
。
そ
の
中
で

も
二
幕
目
は
、
曾
我
の
対
面
や
累
な
ど
、
以
前
の
幕
に
は
登
場
し
て

い
な
い
新
し
い
登
場
人
物
が
出
る
な
ど
、各
場
面
の
繋
が
り
が
弱
い
。

そ
の
た
め
に
、
台
帳
を
読
ん
で
い
る
だ
け
で
は
各
場
の
順
序
が
変
わ

っ
て
も
気
が
つ
き
に
く
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
舞
台
書
き
と
小
道

具
を
手
が
か
り
と
し
て
、
正
し
い
順
番
や
場
割
を
考
え
る
こ
と
に
す

る
。

一　

冊
順
の
問
題

二
幕
目
の
場
面
の
転
換
が
多
い
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

全
集
収
録
の
台
帳
の
場
と
、
定
本
の
分
冊
の
現
状
に
即
し
て
簡
単
に

整
理
し
、
各
場
面
に
番
号
を
付
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

︻
第
一
番
目　

二
幕
目
︼

①
幕
の
外
（
八
冊
目
）

②
下
駄
店
の
前
（
八
冊
目
）

③
床
の
間
付
の
部
屋
（
八
冊
目
）

④
路
上
（
八
冊
目
）

⑤
相
模
川
（
九
冊
目
）

⑥
花
水
橋
前
の
茶
屋
（
九
冊
目
）（
十
冊
目
）

⑦
塀
外
（
十
一
冊
目
）

⑧
曾
我
の
対
面
（
十
一
冊
目
）

ま
ず
、
⑤
か
ら
⑧
ま
で
（
九
冊
目
以
降
）
の
正
し
い
順
番
を
考
察

す
る
。
各
場
面
が
変
わ
る
と
こ
ろ
の
舞
台
書
き
を
引
用
し
、
Ａ
か
ら

Ｅ
ま
で
に
ま
と
め
た
。

Ａ

④　
　
　

ト
三
人
お
も
い
れ
。
ゴ
ン
〳
〵
に
て
道
具
ま
わ
る
。

　
　

⑤　
　
　

�

弐ふ
た

幕ま
く

目め

、
役や

く
ぶ
れ触

済
と
、
念
仏
太
鼓
の
鳴
物
に
な
り
、

舞
台
前
は
浪
板
を
せ
り
あ
げ
、
上
の
方
に
相
模
川
と

い
ふ
傍
示
杭
を
出
す
。
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Ｂ

⑤　
　
　

�

ト
念
仏
太
鼓
の
鳴
物
に
て
、（
略
）
弐
度
目
の
し
ら
せ

に
つ
き
、
通
り
神
楽
に
か
わ
り
、
幕
開
く
。

　
　

⑥　
　
　

�

本
舞
台
三
間
の
間
、
上
の
方
、
花
水
橋
と
書
た
る
橋

の
欄
檻マ
マ

を
見
せ
、
正
面
、
杉
皮
屋
根
、
葭よ

し
ず簀

張
の
茶

屋
、
高
雄
茶
屋
と
書
し
掛か
け

行あ
ん

灯ど
ん

（
略
）

Ｃ

⑥　
　
　

�

ト
木
の
か
し
ら
。
力
蔵
、
た
れ
を
お
ろ
す
を
弐
度
目

の
し
ら
せ
に
て
、
捨
鐘
の
お
く
り
。
両
人
、
か
ご
か

き
あ
ぐ
る
見
へ
に
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
や
う
し
幕

　
　
　
　
　
　

通
り
神
楽
に
て
、
つ
な
ぎ
、
ひ
き
か
へ
し
。

　
　

⑦　
　
　

�

本
舞
台
、
真
中
弐
間
の
間
、
座
敷
の
餝
り
付
、
床
違

ひ
棚
、（
略
）
す
べ
て
三
浦
屋
の
奥
二
階
。（
略
）
上
の

方
、
唄
、
雪
の
独
吟
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　

�

ト
唄
一
く
さ
り
き
れ
る
。
屏
風
を
あ
け
る
。
こ
の
床

の
う
へ
に
、
道
哲
、
高
尾
、
下
着
ば
か
り
の
形
り
に

て
す
ま
ひ
居
る
。

Ｄ

⑦　
　
　

ひ
や
う
し
満
久

　
　

⑧　
　
　

�

本
舞
台
、
大
舩
を
誂あ
つ
ら

へ
通
り
に
仕
立
、（
略
）
時
の

太
鼓
に
て
、
幕
開
く
。

Ｅ

⑧　
　
　

ト
見
へ
。
か
け
入
り
に
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
久

　

　
　
　
　

あ
と
シ
ヤ
ギ
リ
。

　
　

三
幕
目　

�

本
舞
台
三
間
の
間
、
向む
か

ふ
仏
壇
、（
略
）
す
べ
て
道
哲

草
庵
の
体
。
道
哲
（
略
）
百
姓
町
人
に
て
珠
数
を
取

り
付
、
百
万
遍
の
体
。
こ
の
念
仏
に
て
道
具
留
る
。

　
　
　
　
　
　

�

ト
か
す
め
た
る
通
り
神
楽
、
舞
台
は
百
万
遍
。（
傍

線
私
意
、
以
下
同
）

Ａ
の
⑤
に
は
「
弐
幕
目
、
役
触
済
と
」
と
あ
り
、
二
幕
目
に
入
っ

て
四
回
も
場
面
が
変
わ
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
役
人
替
名
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
。
役
触
れ
は
、
各
幕
の
始
ま
り
に
行
わ
れ
る
舞
台

口
上
の
こ
と
で
、
⑤
が
幕
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た

④
の
終
わ
り
で
「
ゴ
ン
〳
〵
に
て
道
具
ま
わ
る
」
と
指
示
が
あ
る
。

回
り
舞
台
で
舞
台
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
舞
台
を
素
早
く
替

え
て
話
を
繋
ぐ
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
話
の
流
れ
を
い
っ

た
ん
止
め
て
、
舞
台
口
上
を
述
べ
て
は
廻
り
舞
台
を
使
う
意
味
も
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
南
北
が
劇
の
流
れ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
他
の

作
品
で
は
劇
中
の
役
者
が
拾
っ
た
紙
を
読
み
上
げ
る
と
い
う
方
法
で

浄
瑠
璃
触
れ
を
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
④
の
次
に
⑤
が
く
る
と

は
考
え
に
く
い
。

Ｃ
の
⑥
に
は
、「
通
り
神
楽
に
て
、
つ
な
ぎ
」
と
あ
る
。「
つ
な
ぎ
」

は
、『
劇
場
訓
蒙
図
彙
』（
式
亭
三
馬
著
、
享
保
三
年
︹
一
八
〇
三
︺
刊
）

の
唄
の
項
に
「
俗
に
又
つ
な
ぎ
、
一
名
う
し
ろ
共
云
。（
略
）
は
き
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舞
台
に
て
、
跡
よ
り
役
者
出
る
迄
の
唄
を
ツ
ナ
ギ
と
云
」
と
あ
る
よ

う
に
、
舞
台
を
変
え
る
際
、
新
し
い
舞
台
が
用
意
で
き
る
ま
で
に
使

わ
れ
る
音
楽
な
ど
を
指
す︶

4
︵

。
⑥
で
使
わ
れ
て
い
る
「
通
り
神
楽
」
は
、

「
吉
原
の
俄
（
仁
輪
加
）
の
出
の
太
鼓
を
骨
子
と
し
て
創
案
さ
れ
た
も

の
で
、廓
と
通
神
楽
は
附
物
」（
望
月
太
意
之
助
著
『
歌
舞
伎
下
座
音
楽
』、

演
劇
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、
賑
や
か
な
廓
や
町
人

の
町
を
表
現
す
る
。
⑦
の
舞
台
は
大
磯
（
実
は
吉
原
）
の
三
浦
屋
で

あ
る
の
で
、
⑥
か
ら
⑦
へ
の
続
き
方
に
は
、
一
見
何
の
問
題
も
な
い

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
⑦
は
「
道
哲
、
高
尾
、
下
着
ば

か
り
の
形
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
人
の
心
中
の
場
面
で
あ
り
、「
独

吟
」が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
し
ん
み
り
と
し
た
心
中
の
場
面
に
は
、

複
数
が
歌
う
「
連つ
れ
ぎ
ん吟

」「
両り
よ
う
ぎ
ん吟

」
で
は
な
く
「
独
吟
」
が
ふ
さ
わ
し

い
が
⑥
の
賑
や
か
な
「
通
り
神
楽
」
か
ら
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
と
、

「
独
吟
」
は
不
自
然
で
あ
る
。

こ
こ
で
Ｅ
の
三
幕
目
の
「
か
す
め
た
る
通
り
神
楽
」
に
注
目
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
、三
幕
目
の
幕
が
開
く
前
に
「
通
り
神
楽
」

が
使
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
⑧
に
は
通
り
神
楽
が
使
わ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
Ｃ
⑥
で
い
っ
た
ん
幕
を
閉
じ
、
通

り
神
楽
を
流
し
な
が
ら
回
り
舞
台
で
三
幕
目
を
用
意
し
、
幕
を
開
け

て
か
ら
は
、
通
り
神
楽
の
音
を
徐
々
に
小
さ
く
し
た
後
、
百
万
遍
に

変
え
る
と
考
え
れ
ば
辻
褄
が
合
う
。
つ
ま
り
、
Ｃ
⑥
（
十
冊
目
）
の

次
は
⑦
（
十
一
冊
目
）
で
は
な
く
、三
幕
目
（
十
二
冊
目
）
な
の
で
あ
る
。

こ
の
冊
順
の
乱
れ
は
、
⑤
、
⑦
、
⑧
の
各
場
面
に
使
わ
れ
て
い
る

小
道
具
を
追
っ
て
い
く
と
よ
り
明
白
に
な
る
。
そ
れ
は
、
五
世
岩
井

半
四
郎
が
勤
め
た
高
尾
が
着
て
い
る
紅
葉
に
鹿
の
小
袖
で
あ
る
。
伊

達
騒
動
の
世
界
の
高
尾
は
、
紅
葉
の
紋
様
を
着
る
こ
と
が
多
い
が
、

本
作
に
お
い
て
紅
葉
に
鹿
の
紋
様
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
曾
我
の
世

界
と
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。『
曾
我
物
語
』
の
巻

第
三
に
は
、
天
下
を
取
っ
た
頼
朝
が
、
自
分
に
敵
対
し
た
伊
藤
祐
親

の
孫
の
曾
我
兄
弟
を
処
刑
し
よ
う
と
す
る
場
面
が
あ
る
。
命
を
受
け

た
梶
原
源
太
景
季
が
、
幼
い
曾
我
兄
弟
の
首
を
打
つ
た
め
に
引
き
出

し
た
と
き
、
箱
王
（
五
郎
）
が
着
て
い
た
衣
装︵
５
︶が

「
紅
葉
に
鹿
か
き

た
る
紅
梅
の
小
袖
」
で
あ
っ
た︵
６
︶。

高
尾
が
着
て
い
る
「
紅
葉
に
鹿
」

の
衣
装
は
、
二
つ
の
世
界
を
綯
い
交
ぜ
に
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
南
北
は
、
場
面
と
場
面
を
繋
げ

る
た
め
に
、
こ
の
衣
装
を
非
常
に
効
果
的
に
使
っ
て
い
る
。
ま
ず
⑤

か
ら
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

ト
す
て
せ
り
ふ
に
て
、
累
、
お
か
や
、
手
を
引
あ
ふ
て
川
を
渡

る
思
ひ
入
れ
。（
略
）
こ
の
時
、
川
の
な
が
れ
へ
、
前
幕
の
紅

葉
の
袖
な
が
れ
来
る
。
累
が
足
へ
か
ら
む
。
累
、
杖
に
て
む
か

ふ
へ
な
が
し
て
や
る
。
ま
た
こ
の
袖
、
川
上
ミ
へ
な
が
れ
よ
つ

て
、
あ
し
に
ま
と
ふ
。
累
、
杖
に
て
二
、
三
度
お
も
ひ
入
れ
あ
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つ
て
、

⑤
は
相
模
川
の
場
面
で
あ
り
、累
が
初
め
て
登
場
す
る
。
南
北
は
、

新
し
い
人
物
が
登
場
す
る
こ
の
場
面
に
お
い
て
、
前
幕
に
使
わ
れ
て

い
た
小
道
具
を
意
識
的
に
用
い
る
こ
と
で
、
場
面
が
前
幕
と
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
観
客
に
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
累
は
高
尾
の
妹
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
幼
い
頃
に
離
れ
ば
な
れ
に

な
り
お
互
い
に
顔
を
知
ら
な
い
と
い
う
設
定
で
、
二
役
と
も
に
半
四

郎
が
勤
め
て
い
た
。
そ
の
累
が
川
を
渡
ろ
う
と
し
た
時
、「
前
幕
の
紅

葉
の
袖
」
が
累
の
足
に
絡
む
。
ト
書
き
に
「
前
幕
」
と
な
っ
て
い
る

が
、⑤
以
前
に
こ
の
小
袖
が
川
に
流
さ
れ
る
場
面
は
な
い
。
そ
こ
で
、

高
尾
と
道
哲
が
心
中
を
し
た
後
の
⑦
を
み
て
み
る
。

ト
お
も
い
れ
。
物
音
す
る
ゆ
へ
、
そ
こ
ら
を
見
ま
わ
し
、

た
ん
す
よ
り
ふ
ろ
し
き
を
と
り
出い
だ

し
、
首
を
つ
ゝ
み
、
せ

お
ひ
、
も
み
じ
の
振
袖
を
取
る
と
こ
ろ
へ
、
お
く
よ
り
天

川
屋
藤
兵
衛
出
て
来
た
り
、

藤
兵　

ヤ
ア
人
ご
ろ
し
。

ト
道
哲
へ
と
り
つ
く
。
ふ
り
き
る
ひ
や
う
し
、
藤
兵
衛
振

袖
を
も
つ
た
ま
ゝ
塀
の
外
へ
落
る
。
道
哲
、
ハ
ツ
ト
お
も

い
い
れ
あ
つ
て
、
短
刀
を
く
わ
へ
、
柱
へ
片
足
ふ
み
か
け

る
。
こ
の
仕
組
よ
ろ
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
や
う
し
満
久

高
尾
と
心
中
を
約
束
し
て
い
た
道
哲
は
、
心
中
の
直
前
に
今
ま
で

開
け
な
か
っ
た
左
の
腕
が
開
き
、
自
分
が
伊
達
の
泰
衡
で
あ
る
こ
と

を
知
る
。
弾
正
と
官
兵
衛
の
謀
反
の
誘
い
を
思
い
だ
し
た
道
哲
は
、

手
に
入
れ
た
山
鳥
の
目
貫
を
比
企
の
頼
員
に
持
っ
て
行
き
、
謀
反
に

加
担
し
よ
う
と
し
て
高
尾
を
殺
す
。
そ
し
て
高
尾
の
首
を
切
り
風
呂

敷
に
包
ん
だ
道
哲
が
、
高
尾
が
着
て
い
た
紅
葉
の
振
袖
を
手
に
す
る

と
こ
ろ
を
、
天
川
屋
藤
兵
衛
に
見
ら
れ
て
し
ま
う
。
結
局
、
藤
兵
衛

は
紅
葉
の
振
袖
を
手
に
し
た
ま
ま
塀
の
外
の
川
に
落
ち
て
し
ま
う

が
、
こ
の
振
袖
は
次
の
⑧
の
場
面
で
も
使
わ
れ
る
。

本
舞
台
、
大た
い
せ
ん舩
を
誂
へ
通
り
に
仕
立
、
紫
に
笹さ
ゝ
り
ん
ど
う

龍
胆
の
幕
を
打

廻
し
、
高
尾
と
い
ふ
已い

前ぜ
ん

の
額
を
か
け
、（
略
）
こ
ゝ
に
宇
佐
美

三
平
、
久
須
美
の
八
平
、
足
軽
に
て
、
紅
葉
の
振
袖
を
ひ
つ
ぱ

り
居
る
。
時
の
太
鼓
に
て
、
幕
明
く
。

右
の
⑧
は
曾
我
の
対
面
で
あ
る
。
幕
が
開
き
、
川
に
い
た
足
軽
の

二
人
が
「
紅
葉
の
振
袖
」
を
引
き
上
げ
る
場
で
あ
る
。
振
袖
は
、
⑧

の
対
面
の
場
の
内
容
と
は
あ
ま
り
関
係
な
い
が
、
対
面
は
他
の
幕
と

の
繋
が
り
が
弱
い
の
で
、
筋
を
論
理
的
に
繋
げ
る
た
め
に
、
幕
開
き

に
こ
の
「
紅
葉
の
振
袖
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

整
理
す
る
と
、
⑤
に
「
前
幕
の
紅
葉
の
袖
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考

え
れ
ば
、
当
然
二
幕
目
以
前
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
⑤
以
前
に
、

振
袖
が
川
に
流
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際



－97－

に
は
そ
れ
に
相
当
す
る
場
面
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
し
て
⑤
の
累
が

姉
の
片
袖
を
拾
う
行
為
や
、
⑧
の
足
軽
等
が
袖
を
引
き
上
げ
る
場
面

は
、
高
尾
が
死
ん
だ
後
で
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
。
し
か
し
、
高

尾
が
道
哲
に
殺
さ
れ
る
場
面
は
⑦
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
紅
葉
の
片
袖

に
着
目
す
る
と
、
天
川
屋
藤
兵
衛
が
手
に
し
て
塀
外
に
落
ち
た
片
袖

は
（
⑦
）、
対
面
の
場
面
で
川
に
流
れ
て
（
⑧
）、
相
模
川
の
累
の
手

に
入
る
（
⑤
）
と
い
う
流
れ
が
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、⑦
→
⑧
（
十

一
冊
目
）
→
⑤
→
⑥
（
九
冊
目
、十
冊
目
）
の
順
番
が
正
し
い
の
で
あ
る
。

二　

場
割
の
問
題

八
冊
目
は
①
か
ら
④
ま
で
、全
て
短
い
場
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
に
倣
っ
て
七
冊
目
の
終
わ
り
か
ら
④
ま
で
の
場
が
変
わ
る
と
こ
ろ

の
舞
台
書
き
を
引
用
し
、
ア
か
ら
エ
ま
で
の
記
号
を
付
す
。

ア

七
冊
目　

ト
か
た
な
を
さ
や
へ
納
る
。
よ
ろ
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拍
子
満
久

　
　

①　
　
　

�

ト
す
が
垣
に
な
り
、
幕
の
外
へ
、
大
場
宗
益
、
加
羅

の
下
駄
を
も
つ
て
出
る
。
あ
と
よ
り
、
梅
沢
屋
次
郎

吉
出
て
、

イ

①　
　
　

�

ト
ゆ
き
に
か
ゝ
る
。
や
る
ま
い
と
す
る
立
ま
わ
り
。

次
郎
吉
を
つ
き
の
め
し
、
宗
益
、
下
駄
を
も
つ
て
東

へ
は
い
る
。
次
郎
吉
、
お
つ
か
け
て
は
い
る
。
曲
撥

　

　
　
　
　

の
鳴
物
に
て
、
引
返
す
。

　
　

②　
　
　

�

向
ふ
下
駄
見
世
、
上
の
方
大
門
口
、
下
の
方
に
葭
簀

た
て
か
け
て
あ
る
。
こ
ゝ
に
、
奴
春
の
初
平
、
初
夢

見
た
平
、
よ
い
と
や
門
平
、
と
ん
平
、
虎
が
石
力
蔵

に
組
つ
い
て
い
る
見
得へ

に
て
、
幕
明
く
。

ウ

②　
　
　

�

ト
と
り
に
か
ゝ
る
立
ま
わ
り
あ
つ
て
、
宗
益
、
下
座

へ
逃
て
は
い
る
。
力
蔵
、
運
八
と
一
通
と
下
駄
を
あ

ら
そ
ひ
、
向
ふ
へ
お
つ
て
は
い
る
。
こ
の
道
具
を
ひ

い
て
と
る
。

　
　

③　
　
　

�

向
ふ
弐
間
の
床
の
間
付
の
部
屋
の
道
具
、
よ
ろ
し
く

飾
り
つ
け
、
す
が
垣
に
て
、
奥
よ
り
、
道
哲
、
官
兵

衛
出
て
来
り
、

エ

③　
　
　

�

ト
両
人
お
も
い
れ
。
合
方
。
時
の
鐘
に
て
、
道
具
ま

わ
る
。

　
　

④　
　
　

�

向む
か

ふ
、
藪
畳
、
柳
の
立
木
、
こ
の
下
に
四
ツ
手
駕
直

し
あ
る
。
ご
ん
〳
〵
に
て
、
道
具
と
ま
る
。

　
　
　
　
　
　

�

ト
禅
の
勤つ
と

め
に
て
、
向
ふ
よ
り
、
力
蔵
、
運
八
、
下

駄
と
一
通
を
ば
い
合
つ
て
出
て
来
り
、

ま
ず
、
ア
の
①
の
傍
線
部
に
「
す
が
垣
に
な
り
、
幕
の
外
へ
」
と

あ
る
。
七
冊
目
の
終
わ
り
は
拍
子
幕
で
、
い
っ
た
ん
幕
を
閉
じ
る
。

①
は
、
大
場
宗
益
（
桐
島
儀
右
衛
門
）
が
源
頼
家
（
七
世
市
川
団
十
郎
）



－98－

の
加
羅
の
下
駄
を
盗
も
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
梅
沢
屋
次
郎
吉
（
市

川
新
蔵
）
に
見
つ
け
ら
れ
て
争
う
場
面
で
あ
る
。
全
集
で
は
、
右
の

①
か
ら
二
番
目
と
し
て
、
底
本
に
は
な
い
役
人
替
名
が
付
さ
れ
て
い

る
。
底
本
の
八
冊
目
の
一
丁
オ
に
も
、「
当あ
た

ル
酉と
り

の
春は
る
け
ふ
げ
ん

狂
言　

例
服
曾

我
伊
達
染　

第だ
い
い
ち一
ば
ん
目め

二ふ
た
ま
く
め

幕
目　

大
磯
縄
手
の
場　

高
尾
丸
対
面

の
場
」
と
あ
っ
て
、
半
四
郎
・
幸
四
郎
・
団
十
郎
の
順
で
役
者
名
が

記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
①
の
舞
台
書
き
を
見
る
と
、
大
道
具
の
設
定

な
ど
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
付
く︵
７
︶。

①
の
場
面
は
幕
の
外
で
の
短
い
場
面
で
あ
り
、
下
座
音
楽
の
「
す

が
垣
」
だ
け
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。「
す
が
垣
」
は
、「
清す
が
が
き掻
」
の
当

て
字
で
あ
り
、「
江
戸
の
吉
原
の
場
面
に
限
る
合
方
で
、「
清
掻
」
と
云

え
ば
吉
原
の
代
名
詞
と
な
る
く
ら
い
で
最
も
有
名
な
合
方
で
あ
る
」

（『
歌
舞
伎
下
座
音
楽
』、
前
掲
書
）
と
あ
る
よ
う
に
、
遊
廓
の
雰
囲
気
を

表
現
す
る
下
座
音
楽
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
清
掻
き
を
使
う
こ
と
に
よ

り
、
舞
台
は
第
一
番
目
序
幕
の
大
磯
の
三
浦
屋
の
外
で
あ
る
こ
と
が

は
っ
き
り
す
る
。
下
座
音
楽
を
使
う
こ
と
で
、
幕
が
三
浦
屋
の
壁
に

見
立
て
ら
れ
、
舞
台
は
三
浦
屋
の
外
へ
簡
単
に
変
わ
る
。

イ
の
①
か
ら
②
の
舞
台
変
換
は
引
き
返
し
で
あ
る
。引
き
返
し
は
、

舞
台
を
い
っ
た
ん
閉
め
て
下
座
音
楽
な
ど
で
次
の
幕
に
繋
ぐ
演
出
を

指
す
。
こ
こ
で
は
、
①
の
場
面
に
お
い
て
そ
も
そ
も
幕
を
開
け
て
い

な
い
の
で
、そ
の
ま
ま
①
か
ら
②
へ
舞
台
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
の
舞
台
は
、
吉
原
の
出
入
り
口
で
あ
る
大
門
の
外
で
あ
る
。
①

か
ら
逃
げ
出
し
た
宗
益
は
、
江
戸
の
吉
原
を
連
想
さ
せ
る
大
磯
の
外

ま
で
逃
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
②
の
舞
台
の
大
道
具
は
、下
駄
見
世
、

大
門
、
葭
簀
だ
け
の
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
②
も
、
加
羅
の

下
駄
と
謀
反
の
密
書
を
め
ぐ
っ
て
の
ち
ょ
っ
と
し
た
立
ち
回
り
を
見

せ
る
だ
け
で
、
舞
台
は
直
ぐ
に
③
に
変
わ
る
。

①
か
ら
④
ま
で
の
中
で
、
内
容
的
に
中
心
に
な
る
の
は
、
③
の
三

浦
屋
の
部
屋
の
場
面
で
あ
る
。
③
は
、
弾
正
に
仕
え
て
い
る
梶
原
村

源
太
郎
（
二
世
坂
東
善
次
）
と
宗
益
が
、
道
哲
を
謀
反
の
一
味
に
引

き
入
れ
よ
う
と
誘
う
場
面
で
あ
る
。
道
哲
は
、
頼
家
へ
の
忠
義
と
弾

正
へ
の
義
理
に
挟
ま
れ
悩
ん
で
い
る
と
き
、
許
嫁
で
あ
っ
た
高
尾
に

再
会
し
て
心
中
を
決
め
る
。
ウ
の
②
に
「
道
具
を
ひ
い
て
と
る
」
と

あ
る
よ
う
に
、
②
の
立
ち
回
り
の
場
面
に
は
車
が
付
い
た
引
き
道
具

を
利
用
し
、③
へ
の
変
換
を
容
易
に
し
た
。
そ
し
て
③
の
大
道
具
も
、

回
り
舞
台
を
使
い
④
に
変
え
る
。

④
に
お
い
て
は
、
①
で
下
駄
と
密
書
を
争
っ
て
い
た
虎
が
石
力
蔵

と
運
八
が
登
場
し
、
立
ち
回
り
を
見
せ
て
す
ぐ
に
退
場
す
る
。
二
人

の
退
場
の
後
、
今
度
は
官
兵
衛
と
鬼
貫
が
現
れ
、
宗
益
か
ら
頼
家
毒

殺
の
毒
薬
を
受
け
取
っ
た
後
、
口
封
じ
の
た
め
に
宗
益
を
殺
す
。
こ

の
よ
う
に
、
④
は
全
体
の
筋
に
は
大
し
て
影
響
の
な
い
部
分
で
、
前

後
の
場
面
と
の
繋
が
り
を
考
慮
し
た
南
北
の
工
夫
が
う
か
が
え
る
。
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こ
こ
ま
で
見
る
と
①
か
ら
④
は
、
す
べ
て
が
短
い
場
面
で
あ
り
、

前
後
の
繋
が
り
方
が
非
常
に
緊
密
で
あ
る
。
内
容
的
に
も
、
謀
反
の

企
て
が
中
心
で
あ
り
、
一
番
目
序
幕
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
前

述
し
た
通
り
、
八
冊
目
の
一
丁
オ
に
は
二
幕
目
と
書
か
れ
て
は
あ
る

が
、「
本
舞
台
三
間
の
間
」
の
舞
台
書
き
が
見
え
な
い
点
に
も
疑
問
が

残
る
。
こ
こ
で
︻
資
料
一
︼
の
絵
本
番
付
を
見
る
と
、
二
幕
目
に
ダ

ン
マ
リ
の
模
様
が
あ
り
、
上
段
の
右
に
「
民
部　

新
七
」
す
な
わ
ち

「
渡
辺
民
部
之
祐
・
尾
上
新
七
」、
左
に
「
道
て
つ　

幸
四
郎
」
つ
ま

り
「
道
哲
・
松
本
幸
四
郎
」
と
あ
る
。
下
段
は
立
ち
回
り
の
模
様
で
、

真
ん
中
の
「
と
ら
が
石　

勘
弥
」
は
「
相
撲
取
虎
が
石
力
蔵
・
森
田

勘
弥
」、
左
に
笠
を
被
っ
た
「
鬼
貫　

小
二
郎
」
は
「
安
達
兵
庫
鬼

貫
・
松
本
小
次
郎
」
で
あ
る
。
書
簡
を
挟
ん
で
幸
四
郎
と
尾
上
新
七

が
相
対
し
て
い
る
上
段
の
場
面
は
、
台
帳
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。

辻
番
付
に
は
「
大
坂
下
り
立
役
尾
上
新
七
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
新

七
が
下
る
こ
と
を
宣
伝
し
て
い
る
が
、
文
化
九
年
十
一
月
の
大
坂
山

村
内
匠
座
の
『
け
い
せ
い
佐さ
の
の野
船ふ
な
ば
し橋
』
に
出
演
し
て
い
る
の
で
、
正

月
の
本
作
の
上
演
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ち
な
み
に
、

文
化
十
年
三
月
に
上
演
さ
れ
た
『
お
染そ
め
ひ
さ
ま
つ

久
松
色
う
き
な
の

読よ
み
う
り販

』（
森
田
座
）

に
は
、
中
幕
に
山
家
屋
清
兵
衛
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
渡
辺
民
部

之
祐
は
、伊
達
騒
動
の
世
界
の
代
表
作
で
あ
る
『
伽め
い
ぼ
く
せ
ん
だ
い
は
ぎ

羅
仙
台
萩
』（
安

永
六
年
︿
一
七
七
七
﹀
四
月
、
大
坂
中
の
芝
居
）
に
お
い
て
、「
室
町
幕
府

の
問も
ん
ち
ゆ
う
じ
よ

注
所
で
外
記
左
衛
門
方
が
敗
訴
に
な
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に

密
書
の
片
割
れ
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
る
」（『
歌
舞
伎
登
場
人
物
辞
典
』、

古
井
戸
秀
夫
編
、
白
水
社
、
二
〇
〇
六
年
）
人
物
で
あ
る
。
絵
本
番
付
の

ダ
ン
マ
リ
の
部
分
は
、
こ
の
密
書
を
争
う
場
面
を
描
い
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
場
面
は
九
冊
目
の
⑥
に
見
え
、

坂
東
善
次
が
演
じ
た
梶
原
村
源
太
と
嵐
新
平
の
荒
井
和
介
が
登
場
し

て
い
る
が
、
ダ
ン
マ
リ
で
は
な
い
。

そ
し
て
下
段
の
場
面
は
、
⑥
の
最
後
に
あ
る
。
こ
れ
も
伊
達
騒
動

を
描
い
た
『
伊だ

て達
競く
ら
べ

阿お

国く
に

戯か
ぶ
き場
』（
安
永
七
年
七
月
、
中
村
座
）
に
お

い
て
、
相
撲
取
り
の
峰
山
谷
蔵
と
島
原
帰
り
の
源
頼
兼
を
襲
っ
た
謀

反
人
達
と
の
立
ち
回
り
を
書
き
換
え
た
部
分
で
あ
る
。こ
の
場
面
は
、

森
田
勘
弥
の
虎
が
石
な
ど
、
比
較
的
正
確
に
写
し
て
は
い
る
が
、
左

の
鬼
貫
は
舞
台
に
は
出
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
食
い
違
い
が
起
き

た
の
は
、
や
は
り
新
七
が
下
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
新
七
が
下
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
た
南
北
が
急
い
で
台
帳
を

変
え
た
た
め
に
、
番
付
と
合
わ
な
く
な
る
と
い
う
現
象
が
起
き
た
の

で
あ
ろ
う
。
文
化
二
年
十
一
月
に
市
村
座
で
上
演
さ
れ
た
『
け
い
せ

い
吉よ
し
の
の
か
ね

野
鐘
』
の
台
帳
に
も
、
ダ
ン
マ
リ
で
登
場
し
た
役
者
が
以
後
登

場
し
な
か
っ
た
り
、途
中
役
者
が
変
わ
っ
た
り
す
る
混
乱
が
見
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
古
井
戸
秀
夫
氏
は
、「
当
初
の
予
定
が
大
幅
に
変
更
に

な
っ
て
、
一
番
目
の
重
要
な
場
面
が
す
べ
て
置
き
直
さ
れ
た
か
ら
で
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あ
る
」（
解
説
、
叢
書
江
戸
文
庫
『
文
化
二
年
十
一
月
江
戸
三
芝
居
顔
見
世

狂
言
集
』︹
近
藤
瑞
男
・
古
井
戸
秀
夫
校
訂
代
表
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八

九
年
︺）
と
し
て
い
る
。
本
作
で
は
、
内
容
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
問
題
は
な
い
も
の
の
、
前
も
っ
て
刊
行
し
た
番
付
を
修
正
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、︻
資
料
一
︼
の
二
幕
目
の
場
面
は
、
一
つ
は
上
演

で
き
な
か
っ
た
場
面
で
、
も
う
一
つ
は
⑥
の
場
面
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
す
る
と
二
幕
目
の
次
は
、
曾
我
の
対
面
、
そ
し
て
三
幕
目
に
な

る
の
で
、
①
か
ら
⑤
ま
で
は
絵
本
番
付
に
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
で
、
絵
本
番
付
の
序
幕
（︻
資
料
二
︼）
の

左
上
を
拡
大
し
た
︻
資
料
三
︼
を
み
る
と
、
道
哲
の
幸
四
郎
と
高
尾

の
半
四
郎
が
見
え
る
。
こ
の
場
面
は
、
二
人
が
心
中
を
語
り
合
う
③

の
場
面
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
そ
の
二
人
の
後
ろ
に
見
え
る
二
人
に

は
、「
宗
益　

儀
右
衛
門
」「
源
太
郎　

善
次
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

密
書
の
よ
う
な
書
簡
を
手
渡
し
て
い
る
。
こ
れ
は
②
の
場
面
に
お
け

る
、
儀
右
衛
門
の
宗
益
、
善
次
の
源
太
郎
と
市
川
栗
蔵
の
横
山
運
八

の
、
次
の
や
り
と
り
を
描
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

宗
益　

そ
り
や
ア
あ
ぶ
な
い
事
で
あ
つ
た
の
。

運
八　

シ
テ
、
そ
の
一
通
は
ど
ふ
い
ふ
密
書
だ
。

源
太　

コ
リ�

ヤ
ア
常
陸
坊
か
ら
い
つ
て
来
た
泰や
す
ひ
ら衡

の
再
来
、
山

鳥
の
目
貫
の
一
件
、
く
わ
し
く
か
い
た
こ
の
一
通
。

右
の
場
面
は
三
浦
屋
の
外
で
あ
り
、
道
哲
と
高
尾
の
心
中
を
語
り

合
う
場
面
は
三
浦
屋
内
で
あ
る
の
で
、
絵
の
配
置
と
し
て
も
う
ま
く

収
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
②
と
③
の
場
面
は
、
二
幕
で

は
な
く
、
序
幕
と
見
た
方
が
妥
当
で
あ
る
。

そ
し
て
、
舞
台
上
の
時
間
の
流
れ
を
考
え
る
と
、
九
冊
・
十
冊
目

は
二
幕
目
で
は
な
く
三
幕
目
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
序
幕
に
お

い
て
、
工
藤
祐
経
の
名
代
と
し
て
登
場
す
る
犬
坊
丸
は
、
頼
家
に
船

の
額
の
筆
を
貰
っ
て
「
こ
よ
ひ
は
、
祐
経
、
お
舩
に
通
夜
つ
か
ま
つ

れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
こ
の
額
持
参
仕
る
で
ご
ざ
り
ま
せ
ふ
」
と
言
い
、

⑧
の
対
面
の
場
で
は
、
そ
の
額
が
掛
け
ら
れ
た
船
を
舞
台
に
祐
経
と

曾
我
五
郎
の
対
面
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
幕
を
閉
め
て

九
冊
目
か
ら
は
、
対
面
の
後
日
の
話
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
再
び

序
幕
を
見
る
と
、
官
兵
衛
は
謀
反
の
た
め
に
源
太
郎
に
密
書
を
持
た

せ
大
藤
内
に
送
る
。

源
太　

�

箱
根�

へ
行
く
の
は
あ
す
の
こ
と
に
し
て
、今
宵
は
廓
で
、

鬼
貫
さ
ま
。

鬼
貫　

色
酒
と
出
か
け
る
気
か
。

源
太
郎
は
、
官
兵
衛
に
翌
日
大
藤
内
の
所
に
行
く
こ
と
の
許
し
を

得
て
、
三
浦
屋
で
一
晩
泊
ま
る
。
そ
し
て
九
冊
目
の
⑥
に
は
、
次
の

場
面
が
あ
る
。

源
太　

ヤ
、
あ
な
た
は
運
八
さ
ま
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か
。
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運
八　

そ
の�

方
は
百
姓
源
太
、
ア
ヽ
コ
リ
ヤ
ア
、
我
は
か
ね
て

の
書
状
を
。

源
太　

さ
や�

う
で
ご
ざ
り
ま
す
る
。
官
兵
衛
さ
ま
の
お
さ
し
づ

に
ま
か
せ
、
カ
ノ
吉
備
津
の
宮
大
藤
内
さ
ま
の
旅
宿
を

た
づ
ね
、
ひ
つ
じ
稲
の
わ
ら
に
て
人
形
の
こ
し
ら
へ
か

た
を
と
つ
く
り
と
聞
合
せ
に
ま
い
る
処
。
シ
テ
、
あ
な

た
さ
ま
は
。

源
太
郎
は
、
序
幕
の
翌
日
に
大
藤
内
の
所
に
向
か
う
と
言
っ
て
い

た
の
で
、
右
の
場
面
（
⑥
）
は
、
対
面
の
後
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

右
の
⑥
の
場
面
は
、
累
が
初
め
て
登
場
す
る
⑤
の
場
面
の
後
ろ
に
繋

が
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
全
集
に
三
幕
目
の
始
め
と
さ
れ
て
い
る
十
二

冊
目
と
も
繋
が
っ
て
い
る
。⑥
に
お
い
て
雲
助
等
に
狙
わ
れ
た
累
が
、

道
哲
の
隠
れ
家
に
逃
げ
て
く
る
場
面
が
十
二
冊
目
の
始
め
に
あ
る
の

で
、
⑥
と
十
二
冊
目
の
舞
台
も
同
じ
日
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ

ま
り
、
九
・
十
冊
目
（
⑤
・
⑥
）
と
十
二
冊
目
は
同
日
の
出
来
事
を

描
い
て
お
り
、
⑤
、
⑥
は
二
幕
目
で
は
な
く
三
幕
目
な
の
で
あ
る︵
８
︶。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
か
ら
、『
例
服
曾
我
伊
達
染
』
の
正
し
い
場
割
り
は
次

の
よ
う
に
な
る︵
９
︶。（

括
弧
の
数
字
は
、「
一
。
冊
順
の
問
題
」
に
お
い
て
、
各

場
面
を
分
け
た
と
き
付
し
た
番
号
で
あ
る
。）

一
冊
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
建
目　

発
端

二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
冊
目　

序
幕

三
浦
屋
の
場
、
①
②
③
④

十
一
冊
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
幕
目

塀
外
心
中
の
場
（
⑦
）

高
尾
丸
の
対
面
の
場
（
⑧
）

九
・
十
・
十
二
・
十
三
冊
目　
　
　
　
　

三
幕
目

⑤
⑥
、
土
手
道
哲
庵
の
場

十
四
・
十
五
冊
目　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
幕
目

豆
腐
屋
の
場

全
集
に
お
い
て
、
二
幕
目
と
さ
れ
て
い
る
①
か
ら
④
の
場
面
を
序

幕
の
後
ろ
に
加
え
た
。
そ
し
て
二
幕
目
と
さ
れ
て
い
た
⑤
と
⑥
を
三

幕
目
と
み
て
、「
土
手
道
哲
庵
の
場
」
前
に
変
え
た
。
結
果
的
に
二
幕

目
は
、
⑦
の
「
塀
外
心
中
の
場
」
と
⑧
の
「
高
尾
丸
の
対
面
の
場
」

だ
け
が
残
る
。
こ
の
よ
う
に
順
番
を
正
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
か
っ
た
箇
所
の
筋
が
通
る
。
例
え
ば
、
頼
家
へ

の
謀
反
の
企
て
で
あ
る
。

鬼
貫　

飛
札�

を
も
つ
て
申
遣
し
候
。
兼
て
申
談
じ
置
候
御
座
舩

の
契マ

マ

略
、
万
一
相
違
の
時
は
、
頼
家
殿
儀
は
、
身
持
放

埒
を
い
ひ
立
、
お
し
込
申
候
間
、
公
達
鶴
千
代
丸
調
伏

の
義
、
丹
誠
ぬ
き
ん
で
ら
る
べ
く
候
。
も
つ
と
も
こ
の
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方
に
も
毒
殺
之
手
段
、
且
又
し
の
び
を
用
ひ
殺
害
の
儀

も
は
か
ら
ひ
置
候
へ
ど
も
、
猶
そ
の
方
、
調
伏
の
法
専

一
に
候
。

右
の
引
用
文
（
序
幕
、
三
冊
目
）
か
ら
、
弾
正
の
謀
反
の
計
画
は
、

船
に
お
け
る
調
伏
→
頼
家
の
放
埒
の
言
い
立
て
→
毒
殺
・
殺
害
の
順

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
三
つ
の
計
画
中
、
調
伏
と
言
い
立
て

の
二
つ
は
、
序
幕
に
お
い
て
同
時
に
進
め
ら
れ
る
が
、
御
座
船
の
計

略
は
対
面
の
場
面︶
₁₀
︵

（
⑧
）
で
、
放
埒
は
道
哲
と
高
尾
の
心
中
の
場
面︶
₁₁
︵

（
⑦
）
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
退
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
謀
反
人
達
は
、

待
ち
伏
せ
に
よ
る
襲
撃
を
決
行
し︶
₁₂
︵

、
そ
の
場
面
が
十
冊
目
の
後
半
部

（
⑥
）
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
。
も
し
全
集
の
順
で
あ
っ
た
ら
、
せ

っ
か
く
調
伏
の
準
備
を
し
て
お
い
て
、そ
れ
が
失
敗
す
る（
⑧
）前
に
、

頼
家
を
襲
撃
（
⑥
）
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
不
自
然
で
あ
る
。
そ

れ
が
冊
順
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
謀
反
人
達
が
対
面
の
場
で
の

調
伏
に
失
敗
し
た
た
め
、
頼
家
の
廓
帰
り
を
待
ち
伏
せ
て
殺
害
を
試

み
る
と
い
う
自
然
な
展
開
と
な
る
。

現
存
す
る
歌
舞
伎
の
台
帳
は
、
貸
本
屋
本
が
主
で
あ
り
、
完
本
で

な
い
も
の
も
多
い
の
で
、
そ
の
完
全
な
形
を
探
る
こ
と
は
決
し
て
容

易
で
は
な
い
。
ま
た
南
北
の
作
品
は
場
面
転
換
が
早
く
、
綯
い
交
ぜ

の
手
法
に
よ
り
内
容
が
複
雑
な
の
で
、
細
か
な
筋
の
食
い
違
い
は
目

立
た
な
い
。
歌
舞
伎
は
荒
唐
無
稽
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
一

役
買
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
辻
褄
が
あ
わ
な
い
順
序
の
ま
ま
翻

刻
が
な
さ
れ
た
の
も
、
そ
う
し
た
理
由
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
本
作
の
分
析
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
南
北
の

作
品
は
緻
密
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。

︻
注
︼

（
１
）
場
割
り
名
は
、『
鶴
屋
南
北
全
集
』
十
二
巻
の
解
説
（
郡
司
正
勝
執
筆
）

に
よ
る
。
以
下
同
。
本
文
の
引
用
も
全
て『
鶴
屋
南
北
全
集
』に
よ
る
。

（
２
）
郡
司
正
勝
が
所
持
し
て
い
た
底
本
の
コ
ピ
ー
に
は
、
九
冊
目
の
始
ま

り
に
「
前
か
ら
十
一
に
続
く
か
？
」
と
い
う
メ
モ
が
残
っ
て
い
る
。

郡
司
正
勝
も
校
訂
中
に
、
順
番
の
問
題
に
疑
問
を
抱
い
た
よ
う
だ
が
、

全
集
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
最
近
筆
者
が
行
っ
た
調
査
で
は
、『
鶴
屋
南
北
全
集
』
刊
行
後
、
底
本

の
順
番
も
正
し
く
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
い
つ
訂
正

さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
４
）『
演
劇
百
科
大
事
典
』（
演
劇
博
物
館
編
、
平
凡
社
、
一
九
一
五
年
）
の

「
つ
な
ぎ
」
の
項
に
は
「
歌
舞
伎
演
出
用
語
。
俳
優
が
ふ
ん
装
を
替
え

る
間
と
か
道
具
転
換
の
た
め
の
時
間
を
、
他
の
俳
優
の
演
技
、
ま
た
は

音
曲
・
拍
子
木
な
ど
で
埋
め
、
つ
な
ぐ
こ
と
」（
加
賀
山
直
三
執
筆
）

と
あ
り
、
音
楽
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
演
出
全
般
の
こ
と
と
説
明
さ
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れ
て
い
る
。

（
５
）
歌
舞
伎
の
場
合
、
箱
王
で
出
る
と
き
は
紅
葉
に
鹿
、
五
郎
時
致
と
し

て
出
る
場
合
は
揚
羽
蝶
の
紋
を
使
用
し
た
。

（
６
）
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
曾
我
物
語
』（
市
古
貞
次
、
大
島
建

彦
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
に
よ
る
。

（
７
）
も
ち
ろ
ん
、幕
の
は
じ
め
に
舞
台
設
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
例
は
あ
る
。

例
え
ば
、
文
政
十
年
︿
一
八
二
七
﹀
閏
六
月
に
上
演
さ
れ
た
『
独ひ
と
り道

中た
び

五こ

十じ
う

三さ
ん

駅つ
ぎ

』（
河
原
崎
座
）
の
五
幕
目
は
、「
し
ら
せ
に
付
き
、
ふ
じ

の
ま
く
跡
へ
よ
せ
る
。
時
の
鐘
に
な
り
、
向
ふ
よ
り
北
八
以
前
の
形

リ
ニ
而
、
衣
の
形
リ
ニ
而
出
来
る
」
と
い
う
舞
台
書
き
で
始
ま
る
。

四
幕
目
は
、「
ト
よ
ろ
し
く
き
ざ
み
に
て
、
ひ
や
う
し
幕
。
こ
の
ま
く

夏
の
ふ
じ
を
ゑ
が
き
し
幕
を
引
。
跡
し
や
ぎ
り
」
で
終
わ
っ
て
お
り
、

五
幕
目
の
始
ま
り
を
告
げ
る
知
ら
せ
と
共
に
、
こ
の
藤
の
幕
を
後
ろ

へ
寄
せ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
短
い
場
面
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
服
部

幸
雄
は
、『
独
道
中
五
十
三
駅
』
の
成
功
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
「
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
場
面
転
換
」（
全
集
の
解
説
）
を
挙
げ
て
い
る
。
幕
と
幕

の
間
に
見
せ
る
短
い
場
面
の
利
用
は
、
幕
間
を
な
く
す
と
同
時
に
、

前
後
の
内
容
を
繋
ぐ
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

（
８
）
本
稿
で
は
、
八
冊
目
を
序
幕
、
九
冊
目
を
三
幕
目
と
し
て
い
る
が
、

八
冊
目
の
そ
の
扉
に
「
当
ル
酉
の
春
狂
言
」
云
々
と
あ
る
こ
と
や
九

冊
目
の
始
め
の
舞
台
書
き
に
「
弐
幕
目
、
役
触
済
と
」
と
書
か
れ
て

い
る
問
題
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
底
本
に
は
、
一

冊
目
（
底
本
の
発
端
・
序
幕
）
と
八
冊
目
（
底
本
の
二
幕
目
）
に
し

か
扉
が
付
い
て
い
な
い
。
全
十
五
冊
の
中
に
一
冊
目
と
八
冊
目
に
付

い
て
い
る
の
で
、
二
分
し
て
適
当
に
付
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
不

明
で
あ
る
。
本
作
が
曾
我
狂
言
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
二
幕

目
の
曾
我
の
対
面
で
一
番
目
の
大
詰
に
な
り
、
三
幕
目
か
ら
は
二
番

目
に
な
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
の
考
え
に
基
づ
く
と
、
八
冊
目
の

扉
と
九
冊
目
の
舞
台
書
き
は
底
本
の
間
違
い
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

絵
本
番
付
に
は
、
六
幕
目
の
後
に
二
番
目
と
し
て
羽
生
村
与
右
衛
門

内
の
場
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
底
本
は
四
立
目
ま
で
し
か
現
存
し
て

い
な
い
の
で
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

（
９
）
全
集
で
は
次
の
よ
う
な
順
番
に
な
っ
て
い
る
。

発
端　

二
七
三
頁
か
ら
二
七
六
頁
下
段
の
ト
書
き
ま
で
。

序
幕　

二
七
六
頁
下
段
「
役
人
替
名
」
か
ら
三
〇
四
頁
下
段
「
ト
三

人
お
も
い
れ
。
ゴ
ン
ゴ
ン
〳
〵
に
て
道
具
ま
わ
る
」
ま
で
。

二
幕
目　

三
一
三
頁
上
段
「
本
舞
台
、
真
中
弐
間
（
略
）」
か
ら
三
一

七
頁
上
段
「
満
久　

あ
と
シ
ヤ
ギ
リ
」
ま
で
。

三
幕
目　

三
〇
四
頁
下
段
「
弐
幕
目
、
役
触
済
と
（
略
）」
か
ら
三
一

三
頁
上
段
「
ひ
や
う
し
幕　

通
り
神
楽
に
て
、つ
な
ぎ
、ひ
き
か
へ
し
」、

三
一
七
頁
上
段
「
本
舞
台
三
間
の
間
（
略
）」
か
ら
三
二
四
頁
下
段
「
シ

ヤ
ギ
リ
」
ま
で
。
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四
幕
目
以
下
は
全
集
と
同
一
。

（
10
）
左
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
⑧
の
場
面
に
お
い
て
、
五
郎
は
船
で
通
夜
を

す
る
祐
経
に
会
い
、
持
っ
て
い
た
篝
火
を
投
げ
る
。
そ
の
篝
火
が
額

に
当
た
り
、
御
座
船
の
計
略
の
仕
掛
け
が
暴
露
さ
れ
る
。

ト
か
ゞ
り
火
を
と
つ
て
う
ち
つ
け
る
。
高
尾
丸
の
額
へ
あ
た
り
、

こ
わ
れ
て
お
ち
る
。
祐
経
と
り
あ
げ
、

　
　

�

祐
経　

�

ム
ヽ
、
こ
の
額
の
う
ち
に
こ
め
し
は
大
玄
谷
神
の
祕
文
の
調

伏
。
さ
て
は
御
舩
を
く
つ
が
へ
さ
ん
ず
く
わ
だ
て
あ
つ
た
か
。

（
11
）
序
幕
（
六
冊
目
）
に
「
そ
の
頼
家
ど
の
ゝ
目
に
と
ま
つ
た
新
造
高
尾
。

外
に
忍
び
男
が
あ
る
と
い
ひ
た
て
、
頼
家
ど
の
に
張は
り

を
も
た
せ
、
大

金
を
つ
か
ひ
す
て
さ
せ
る
つ
も
り
の
談
合
」
と
、
道
哲
を
利
用
し
て

頼
家
を
堕
落
さ
せ
よ
う
と
す
る
台
詞
が
あ
る
。
し
か
し
、
高
尾
が
道

哲
に
よ
り
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
計
画
も
失
敗
に
終
わ
る
。
ち
な

み
に
『
伽
羅
仙
台
萩
』
に
お
い
て
は
、
源
頼
兼
の
た
め
に
力
士
の

絹き
ぬ
が
わ
た
に
ぞ
う

川
谷
蔵
が
、
頼
兼
が
惚
れ
て
い
た
高
尾
を
殺
す
事
に
な
っ
て
い
る
。

（
12
）
④
の
場
面
に
お
け
る
宗
益
の
台
詞
に
、「
時
に
鬼
貫
ど
の
、
先
達
て
官

兵
衛
ど
の
、
弾
正
ど
の
よ
り
お
た
の
み
の
毒
薬
、
ひ
そ
か
に
買
と
ゝ

の
へ
」
と
あ
り
、
毒
殺
の
た
め
の
毒
薬
が
用
意
さ
れ
る
場
面
が
描
か

れ
る
。

︻
付
記
︼
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
古
井
戸
秀
夫
氏
、
お
よ
び
資
料
の

閲
覧
・
掲
載
の
ご
許
可
を
頂
き
ま
し
た
格
所
蔵
機
関
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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︻
資
料
一
︼�

絵
本
番
付
、
二
幕
目
・
対
面
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
秋

葉
文
庫
蔵
）

︻
資
料
二
︼�

絵
本
番
付
、
序
幕
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
秋
葉
文
庫
蔵
）

︻
資
料
三
︼�

資
料
二
の
左
上
の
拡
大


